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川
越
泰
博
著

明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治

奥

憲

夫

山

軍
制
史
は
、
明
代
史
の
中
で
も
最
も
若
い
分
野
に
属
す
る
が
、
本
書
の
著
者

川
越
泰
博
氏
は
、
其
の
開
拓
者
で
あ
り
、
殆
ん
ど
凋
力
で
こ
の
分
野
を
切
り
開

い
て
き
た
。
蛍
該
分
野
の
レ
ベ
ル
は
、
そ
の
ま
ま
著
者
の
研
究
の
歩
み
に
よ
っ

て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
著
者
は
、
研
究
に
嘗
つ
て
は
極
め
て
精

力
的
で
、
既
に
多
く
の
著
書
が
あ
る
が
、
近
年
に
限
っ
て
も
『
明
代
建
文
朝
史

の
研
究
』
〈
汲
古
書
院
、

一
九
九
七
年
)
、
『
明
代
異
園
情
報
の
研
究
』
(
汲
古

書
院
、

一
九
九
九
年
)
が
あ
り
、
立
て
績
け
に
大
著
を
護
表
し
て
こ
ら
れ
た
。

こ
の
閥
、
著
者
の
研
究
は
、
内
容
の
面
か
ら
一
一
一
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
、
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
博
捜
し
つ
つ
、
明
朝
軍
事
陸
制
の
制
度
面
を
手
堅
く

考
察
し
、
軍
制
史
研
究
の
旗
手
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
た
時
期
で
、
本
著
前

編
の
第

一
・
三
・

四
章
が
こ
の
範
騰
に
属
す
る
。
第
二
は
、
東
洋
文
庫
に
牧
蔵

さ
れ
て
い
た
こ
ニ
街
一
四
種
の
術
選
簿
を
護
掘
し
て
、
衛
所
官
家
の
世
襲
の
貧

態
を
解
明
し
、
軍
制
史
研
究
の
新
し
い
局
面
を
開
い
た
時
期
で
あ
る
。
前
編
第

五
・
六

・
七
章
が
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
第
三
期
は
、
九

0
年
代
以
後
だ
が
、

軍
事
史
の
観
貼
を
基
礎
に
置
き
な
が
ら
、
政
治
史
研
究
に
力
を
注
い
で
き
た
。

『
明
代
建
文
朝
史
の
研
究
』
や
本
者
前
編
第
二
輩
・
後
編
が
そ
の
成
果
で
あ

る
。
本
著
は
分
量
的
に
も
七

O
O頁
を
こ
え
、
内
容
的
に
も
一

J
三
の
全
期
に

亙
る
論
考
を
含
む
大
著
で
あ
る
。
紙
幅
を
節
約
す
る
魚
、
目
次
は
省
略
し
て
、

関
許
を
附
し
な
が
ら
各
震
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

前
編
・
第
一
部
・
第
一
章
「
海
防
活
動
」
、
海
定
や
海
禁
に
関
し
て
は
従
来

か
ら
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
海
防
の
軍
事
機
構
や
、
そ
の
運
用
の
質
態
等
、

純
軍
事
面
か
ら
の
考
察
は
、
本
章
を
以
っ
て
鳴
矢
と
す
る
。
ま
ず
豊
富
な
個
別

事
例
を
通
じ
、
守
禦
千
戸
所
や
水
薬

・
営
・
蜂
族
等
と
沿
海
衡
の
関
係
が
検
討

さ
れ
る
。
其
の
結
果
、
下
部
機
関
相
互
で
は
、
兵
員
の
波
遺
等
は
行
わ
れ
ず
、

個
別
に
衡
に
連
関
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
沿
海
衡
を
中
心
に
海
防
値

制
が
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
任
務
は
巡
航
と
戦
守
だ

が
、
巡
航
に
は
、
海
窓
の
出
波
期
に
合
せ
て
、

二
J
五
月
の
大
訊
と
九
・
一

O

月
の
小
沢
が
あ
り
、
軍
船
五

O
綬
、
五

O
O
O人
を
標
準
と
し
た
と
い
う
。
更

に
軍
士
・
軍
糧

・
軍
船
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
、
軍
糧
は
屯
田
糧
・
民
運
糧

が
集
積
の
主
力
で
、
開
中
法
は
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
等
の
興
味
深
い
指
摘
が

な
さ
れ
る
。
六
八
頁
表
7
で
、
各
種
軍
船
の
建
造
費
を
示
し
、
維
持
の
震
に

一ニ
・
六
・
九
年
ご
と
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
章
は
、
著
者

の
賞
質
的
な
デ
ビ
ュ

ー
論
文
で
あ
る
「
明
代
海
防
僅
制
の
運
管
構
造
」
(
『
史

皐
雑
誌
』
八
一
|
六
、

一
九
七
二
〉
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
制
度
は
規

定
と
運
用
を
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
著
者
は
、
先
駆
者
と
し
て
、
雌
見
方

を
合
せ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
章
の
み
で
四

O
種
の
史
料
が
使
わ

れ
て
お
り
、
規
定
と
運
用
の
雨
者
を
具
備
し
た
非
常
に
手
堅
い
論
考
で
あ
る
。

第
二
一軍

「
親
征
軍
」
、
本
章
で
は
、
北
遺
に
目
を
縛
じ
、
土
木
の
漢
に
動
員

さ
れ
た
軍
の
運
用
と
政
治
的
側
面
を
考
察
す
る
。
事
件
の
性
格
上
、
貸
録
等
の

史
料
で
は
親
征
軍
の
質
態
は
解
明
で
き
な
い
と
し
、
術
選
簿
を
活
用
す
る
。
先
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ず
、
衡
選
簿
中
の
如
何
な
る
記
事
が
、
土
木
の
興
関
係
の
史
料
と
し
て
使
い
得

る
か
を
慎
重
に
検
討
し
、
抽
出
し
た
六
三
例
を
表

I
(八
七
頁
)
に
示
し
た
。

こ
の
分
析
を
通
じ
、
親
征
軍
が
親
軍
衡
と
京
管
で
編
成
さ
れ
た
が
、
通
常
の
番

上
軍
以
外
の
衡
軍
も
含
ま
れ
て
お
り
、
北
直
線
・
山
西
・
険
西
の
康
範
な
地
域

か
ら
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
非
常
に
興
味
深
い
指
摘
で
あ

る
。
エ
セ
ン
侵
入
の
報
は
七
月
一
一
日
に
周
き
、
二
ハ
日
に
は
出
陣
と
な
っ

た
。
確
か
に
倉
卒
の
聞
の
行
動
に
見
え
る
が
、
一
二
日
に
京
管
軍
に
莫
大
な
行

糧
・
武
器
を
支
給
し
て
お
り
、
そ
れ
は
事
前
の
周
到
な
準
備
が
な
け
れ
ば
不
可

能
な
こ
と
だ
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
黙
に
関
し
て
、
筆
者
は
や
や
見
解
を
異
に

す
る
の
で
後
述
す
る
。
以
上
の
二
貼
か
ら
、
親
征
は
、
王
振
が
英
宗
や
群
臣
を

強
引
に
引
き
ず
っ
て
起
こ
し
た
無
計
査
な
行
動
で
は
な
く
、
事
前
の
健
悟
と
準

備
が
あ
っ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
た
。
動
員
範
囲
の
確
定
は
、
著
者
な
ら
で
は
の

論
嬢
で
、
新
鮮
な
結
論
で
あ
る
。
本
意
も
含
め
、
以
下
の
三
J
七
草
の
も
と
に

な
っ
た
諸
論
考
の
初
出
誌
名
と
珪
表
年
次
は
六
九
九
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
一
章
「
班
軍
番
上
制
」
、
京
品
目
は
明
朝
軍
事
力
の
中
核
で
あ
り
、
京
衡
と

外
術
番
上
軍
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
、
京
師
の
防
衛
に
任
じ
た
。
本
昌平
は
、
外

衡
の
班
箪
番
上
に
焦
貼
を
嘗
て
た
も
の
で
あ
る
。
外
術
軍
は
、
基
本
的
な
成

軍
・
屯
軍
に
加
え
て
、
運
軍
・
班
軍
の
任
務
が
あ
り
、
班
軍
は
南
北
直
隷
・
山

東
・
河
南
・
険
西
等
の
術
所
か
ら
、
春
秩
二
班
に
分
れ
て
上
京
し
た
。
山
東
を

例
に
と
る
と
、
番
上
軍
は
、
表

I

C
二
二
頁
)
に
示
す
よ
う
に
、
各
衛
兵
員

散
の
五
O
J八
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
と
い
う
。
班
軍
番
上
の
地
域
分
布
を

分
析
す
る
と
、
北
直
殺
は
六
三
街
中
の
五
四
街
、
つ
ま
り
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

山
東
は
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
河
南
は
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
西
は
三
二
J
三
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
険
西
は
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
南
直
毅
が
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
た
。
番
上
軍
を
出
す
の
は
以
上
の
六
地
域
だ
が
、
南
北
直
隷
と
山
東
の
比
率

が
高
く
、
河
南
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
山
西
・
侠
西
が
低
い
。
こ
の
よ
う
な
班
軍
番

上
制
の
運
営
法
は
、
宣
徳
元
J
二
年
の
閲
に
確
立
さ
れ
た
と
い
う
。
本
議
は
、

次
章
と
姉
妹
を
な
す
雄
篇
で
あ
る
。

第
四
章

「
班
軍
番
成
制
」
、
本
草
で
は
、
北
逃
防
衛
の
主
力
と
な
っ
た
諸
軍

鎮
の
兵
力
が
ど
こ
か
ら
調
援
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
を
考
察
す

る
。
先
ず
、
延
綬
鎮
を
例
に
と
っ
て
、
兵
力
源
を
表

1

2
六
O
頁
)
に
示

す
。
同
銀
の
兵
力
構
成
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
次
い
で
、
諸
鎖
に
番
成
軍
を
出

し
た
衡
所
を
丹
念
に
特
定
し
、
地
域
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
北

直
隷
諸
衡
の
中
の
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
東
は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
河
南
は
五

一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
西
は
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
険
西
は
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
南

直
毅
は
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
第
三
章
で
示
し
た
番
上
軍
と
比
率
の
高

低
が
逆
輔
押
し
て
お
り
、
相
互
に
補
完
す
る
値
制
だ
っ
た
と
い
う
。
更
に
、
九
透

鎮
の
各
々
の
兵
力
組
成
を
検
討
し
、
地
元
の
衡
所
軍
が
中
心
で
、
他
か
ら
の
番

成
軍
が
副
次
的
に
配
置
さ
れ
る
の
が
原
則
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
各

鋲
ご
と
の
特
殊
性
を
詳
述
す
る
。
か
か
る
番
成
制
は
正
統
二
J
九
年
の
聞
に
定

制
化
し
た
。
首
初
、
番
上
・
番
成
雛
方
を
負
鎗
す
る
術
所
が
あ
り
、
弊
害
を
生

じ
た
が
、
弘
治
一
一
一
年
以
後
、
専
従
の
番
成
軍
が
成
立
し
た
と
い
う
。

第
二
部
・
第
五
一章
「
新
官
と
奮
官
」
、
本
一
章
と
次
の
六

・
七
一章
は
、
術
選
航
時

を
駆
使
し
て
、
衡
所
官
家
の
世
襲
の
寅
態
を
始
め
て
明
ら
か
に
し
た
論
考
で
、

著
者
の
濁
壇
場
と
も
い
う
べ
き
分
野
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
靖
難
の
役
で
、
燕

王
軍
に
参
加
し
た
寧
官
の
子
孫
で
あ
る
「
新
官
」
と
、
そ
れ
以
外
の

「
奮
官
」

で
は
、
世
襲
の
傑
件
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
其
の
貧
態
を
解
明
し

よ
う
と
す
る
。
慎
重
な
手
績
き
を
経
て
、
衛
選
簿
か
ら
一
五
三
例
を
抽
出
し
、

表
l
(
二
四

O
J二
四
六
頁
)
に
掲
げ
る
が
、
表
そ
の
も
の
が
塵
観
で
あ
る
。

こ
の
分
析
の
結
果
、
沓
官
の
子
孫
は
、
一
四
歳
で
全
俸
優
絵
が
終
了
し
、
一
五
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品
闘
で
資
格
審
査
で
あ
る
比
試
を
受
け
、
合
格
し
て
始
め
て
襲
職
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
、
一
方
、
新
官
は
一
五
歳
ま
で
全
俸
優
給
を
受
け
、
比
試
を
苑
除
さ
れ
て

一
六
歳
で
製
織
で
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
官
優
遇
の

規
定
は
永
築
初
か
ら
寅
施
さ
れ
た
と
い
う
。

曾血ハ
等
に
-
記
載
さ
れ
た
規
定
の
、

運
用
の
質
態
を
確
認
す
る
の
は
大
祭
難
し
い
場
合
が
多
い
が
、
堕
富
な
事
例
に

よ
っ
て
詳
細
に
解
明
で
き
る
の
は
術
選
簿
の
威
力
で
あ
る
。

第
六
章

「
借
織
制
」
、
術
所
官
家
の

世
製
に
は
、
現
任
者
の
老
疾
に
よ
る

「
替
」
と
、
死
亡
に
よ
る
「
製
」

の
別
が
あ
り
、
縫
承
の
優
先
順
は
嫡
長
男

・

嫡
長
孫
・
次
嫡

・
庶
長
男
で
、
い
ず
れ
も
不
可
能
な
時
に
は
弟
姪
が
縫
ぐ
と
い

う
。
前
二
者
が
正
規
の
も
の
で
、
他
は
「
借
職
」
と
稽
さ
れ
る
臨
時
措
置
で
あ

っ
た
。
著
者
は
、
術
選
簿
か
ら
抽
出
し
た
借
職
の
一
六
六
例
を
表
l
(二
七
七

J
二
八
七
頁
〉
に
一
ホ
す
。
非
常
な
労
作
で
、
見
事
な
表
で
あ
る
。
こ
の
表
を
分

析
し
、
先
ず
、
借
職
の
際
の
綴
柄
は
、
親
弟

・
親
姪
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。
次
に
、
嫡
長
男

・
孫
が
あ
っ
て
も
借
験
さ
れ
た
ケ
l
ス
六
八
例
を
検
討

し
、
製
替
す
べ
き
人
物
が
病
気
・
幼
年
等
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
庭
置
が
と
ら

れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
、
現
任
者
と
借
職
者
の
年
齢
を
表
六
(
三

一
五
頁
)
・
表
七

(
一
三
八
頁
)
で
一
示
し
、
各
々
六

0
1七
O
歳

、

二
ハ
J
凹

O
放
だ
っ
た
と
述
べ
る
。
其
の
際
、
現
任
者
と
借
職
者
の
ポ
ス
ト
が
同
じ
例
が

八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
と
い
う
。
借
磁
の
案
件
が
生
じ
る
と
、
首
一
該
術
所

に
よ
る
保
迭

・
保
勘
↓
本
人
の
兵
部
へ
の
出
頭
↓
兵
部
の
調
査
↓
比
試
の
手
績

き
が
と
ら
れ
る
。
本
来
の
嫡
長
男

・
孫
が
成
長
す
る
な
ど
後
件
が
減
た
さ
れ
れ

ば
、
職
は
返
還
さ
れ
る
の
が
原
則
だ
が
、
寅
際
に
は
借
職
者
の
子
孫
が
縫
承
す

る
例
が
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
山
西
の
玉
林
衡
の
場
合
、
全

衛
所
官
八
五
家
の
中
、
六
三
パ

ー
セ
ン
ト
の
家
が
、
一
度
は
借
職
を
経
験
し
て

い
た
と
述
べ

、
借
職
の
シ
ス
テ
ム
が
、
術
所
官
家
の
存
績
に
大
き
な
役
割
を
果

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
、
事
例
の
抽
出
に
嘗
つ
て
は
、
極
め
て
慎
重

で
あ
り
、
例
外
は
一
件
ご
と
に
検
討
を
加
え
つ
つ
、
全
盤
的
な
原
則
を
導
き
だ

す
。
非
常
に
手
堅
い
貧
誼
は
、
著
者
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る
。

第
七
草
「
優
養
制
L
、
縫
承
す
べ
き
舎
人
が
幼
年
の
場
合
、
質
務
を
菟
除
さ

れ
、
新
官
な
ら
ば
一
五
歳
、
奮
官
は
一
四
歳
ま
で
俸
給
の
全
額
を
支
給
す
る

「
優
給
」
の
制
度
が
あ
っ
た
。
更
に
、
こ
れ
と
別
に
「
優
養
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
り
、
本
一品
一
草
で
は
そ
の
運
用
の
貧
態
を
考
察
す
る
。
術
選
簿
中
よ
り
、
七

O
の
優
養
事
例
を
抽
出
し
、
封
象
者
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
。
街
所
官
本
人
の

二
七
例
が
表

I
(三
五
七
頁
〉
で
示
さ
れ
る
が
、
後
継
者
が
な
く
年
老
・
老
疾

と
認
定
さ
れ
る
と
、
六

0
1七
O
裁
で
優
養
を
受
け
た
。
支
給
額
は
、
洪
武
六

年
に
は
一
律
三
石
と
さ
れ
た
が
、
二

O
年
に
現
職
時
の
全
俸
を
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
外
、
舎
人
が

一
五

・
一
六
歳
に
達
し
て
も
病
気
等
で

寅
務
に
着
け
な
い
場
合
や
、
事
情
に
よ
っ
て
は
現
任
者
の
父

・
祖
父
・
親
弟
・

親
叔
・
堂
弟
も
優
養
の
針
象
に
な
っ
た
と
い
う
。
更
に
、
男
子
ば
か
り
で
な

く
、
寄
る
透
な
い
租
母

・
母

・
娘
に
も
月
五
石
、
妻
に
は
二
石
が
支
給
さ
れ

た
。
萎
が
少
な
い
の
は
、
優
養
期
間
が
長
く
な
る
震
で
は
な
い
か
と
い
う
。
各

々
の
優
養
期
開
に
つ
い
て
は
、
新
官
が
終
身
、
醤
官
は
一

O
年
だ
が
、
い
ず
れ

も
継
承
者
た
る
男
子
の
誕
生
を
期
待
し
て
の
措
置
で
、
こ
の
閲
男
子
が
生
ま
れ

な
け
れ
ば
、
そ
の
後
は
「
震
民
」
の
庭
置
が
と
ら
れ
た
。
女
性
の
場
合
、
祖

母

・
母

・
妻
は
終
身
だ
が
、
娘
に
関
し
て
は
奮
官
が
一
四
歳
、
新
官
が
結
婚
す

る
ま
で
と
さ
れ
た
。
優
養
の
規
定
は
、
洪
武
六
年
に
始
ま
り
、
二

O
年
に
一
態

完
備
し
た
が
、
永
繁
一
帝
に
よ
っ
て
新

・
醤
官
の
規
定
が
加
味
さ
れ
、
其
の
後
に

縫
承
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
五
・
六
・
七
一軍
は
、
従
六
日
間
の
所
鋲
撫
か
ら
正

三
口
問
の
指
揮
使
に
至
る
衡
所
官
家
の
世
襲
の
寅
態
を
具
盤
的
に
解
明
し
た
論
考

だ
が
、
明
朝
政
府
が
衛
所
官
家
の
縫
承
に
細
心
の
注
意
を
梯
っ
て
い
た
こ
と
が
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後
編
は
、
本
著
の
信
用
に
新
た
に
書
き
下
さ
れ
た
部
分
だ
が
、
優
に
一
加
に
な

り
得
る
内
容
と
分
量
を
も
っ
。
著
者
は
、
後
編
の
狙
い
に
つ
い
て
「
政
治
と
軍

事
と
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
展
開
過
程
の
解
明
を
主
軸
に
し
な
が
ら
、
併
せ
て

諸
日
程
に
関
わ
る
多
く
の
未
解
決
・
疑
問
の
諸
黙
に
つ
い
て
も
検
討
し
つ
つ
、

回
饗
設
議
か
ら
回
饗
開
始
に
至
る
ま
で
の
全
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

う
。
」
(
四
三
七
頁
〉
と
述
べ
る
。
英
宗
に
雇
従
し
た
錦
衣
衛
校
尉
の
案
彬
や
通

事
楊
銘
な
ど
の
、
比
較
的
身
分
の
軽
い
嘗
事
者
の
生
々
し
い
史
料
を
駆
使
し
、

土
木
の
襲
か
ら
英
宗
の
錦
還
ま
で
の
錯
綜
し
た
一
年
聞
の
政
治

・
軍
事
の
動
向

を
活
骨
局
す
る
。
さ
な
が
ら
緊
迫
し
た
寅
況
放
迭
を
み
る
よ
う
な
臨
場
感
に
満
ち

て
い
る
。

第

一
議

「
回
饗
時
抗
議
」
、
土
木
の
幾
重
後
、
モ
ン
ゴ
ル
側
で
は
、
英
宗
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
、
エ
セ
ン
は
乃
公
ら
の
強
硬
論
を
斥
け
、
伯
顔

帖
木
見
の
主
張
に
沿
っ
て
、
早
期
返
還
・
早
期
賠
償
の
方
針
を
決
定
し
た
と
い

う
。
そ
の
方
針
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
八
月
一
七
日
に
宣
府
に
接
近
し
た

が
、
総
丘
一
官
楊
洪
は
、
交
渉
に
臨
応
ず
る
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
。
つ
い
で
八
月

一
一
一
日
大
同
に
赴
く
と
、
徳
丘
一
官
劉
安
は
、
英
宗
に
謁
見
し
、
備
蓄
の
銀
雨
を

供
出
し
た
が
、
劉
安
は
廊
王
の
駿
し
い
叱
責
を
被
っ
て
し
ま
っ
た
。
九
月
一
六

日
に
都
指
揮
余
事
季
鐸
ら
が
、
明
廷
か
ら
の
第
一
回
目
の
使
者
と
し
て
、
虜
庭

に
在
る
英
宗
の
も
と
に
到
着
し
た
が
、
そ
れ
は
英
宗
返
還
の
交
渉
の
震
で
は
な

く
、
九
月
六
日
に
廊
王
が
即
位
し
た
こ
と
を
告
げ
、
英
宗
に
そ
の
承
認
を
も
と

め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
章
を
、
通
じ
、
い
わ
ば
英
宗
の
扱
い
に
困
り
、

早
期
返
還
の
方
針
で
、
明
側
と
の
接
燭
を
図
る
エ
セ
ン
、
錆
還
を
望
み
、
明
廷

に
「
身
代
金
」
の
提
供
を
も
と
め
る
芙
宗
、
全
く
動
き
を
示
さ
な
い
明
廷
と
い

う
構
闘
が
浮
び
上
る
。

第
二
章

「
回
塗
担
否
」
、
こ
こ
で
は
明
廷
内
部
の
動
向
が
考
察
さ
れ
る
。
八

月
二

O
目
、
孫
皇
太
后
が
英
宗
の
庶
長
子
朱
見
深
の
立
太
子
を
決
め
、
一
一
一
一
日

に
は
詔
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
あ
く
ま
で
皇
帝
は
英
宗
で
あ
り
、

其
の
錦
還

・
復
位
が
至
上
の
方
針
だ
っ
た
。

一
方
、
明
側
が
エ
セ
ン

の
働
き
か

け
に
態
じ
な
か
っ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
英
宗
迭
還
を
名
目
と
し
て
内
地
に

侵
攻
す
る
の
を
警
戒
し
た
魚
で
、
そ
の
代
表
が
二
一
日
に
兵
部
向
書
に
昇
格
し

た
子
謙
で
あ
っ
た
。
一
一
六
・
二
八
日
に
宣
府
・
大
同
組
兵
官
の
楊
洪
・
劉
安
に

出
さ
れ
た
廊
王
の
令
旨
は
、
極
め
て
針
決
色
の
強
い
も
の
で
「
英
宗
の
錫
還
を

完
全
に
担
否
」
(
四
六
八
頁
〉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
孫
皇
太
后
や
皇

太
子
の
生
母
周
氏
は
、
英
宗
の
餓
還
を
担
否
す
る
理
由
は
な
く
、
寧
ろ
錦
還
を

待
ち
望
む
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
郎
王
に
と
っ
て
、
英
宗
の
不
在
は
「
ま

さ
に
千
載
一
遇
の

登
極
の
機
舎
で
あ
っ
た
」
(
四
七
三
頁
)
の
で
あ
り
「
最

早
、
関
翠
に
手
の
周
く
と
こ
ろ
に
あ
る
玉
座
に
全
く
食
指
を
動
か
さ
な
い
方

が
、
む
し
ろ
普
通
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
己
(
四
七
三
頁
)
と
述
べ
る
。
子
謙

に
と
っ
て
は
「
戯
王
を
登
極
さ
せ
る
こ
と
が
、
権
力
基
盤
の
紹
射
的
な
確
立
と

維
持
に
直
接
的
に
運
動
」
(
四
七
五
頁
)
し
て
い
た
。
二
三
日
の
午
門
左
門
に

お
け
る
曾
議
の
紛
糾
を
枚
拾
し
て
、
諸
大
臣
の
信
頼
を
得
た
こ
と
が
、
子
謙
の

権
力
掌
握
の
契
機
に
な
っ
た
と
分
析
す
る
。
こ
の
閥
、
孫
皇
太
后
は
、
英
宗
の

錫
還
を
期
待
し
て
い
た
が
、
早
急
に
寅
現
し
な
い
場
合
は
、
仁
宗
の
王
子
裏
王

賂
培
の
即
位
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。
『
明
史
紀
事
本
土
木
』
径
三
五
「
南
宮
復

辞
」
に
は
、
後
に
景
泰
-
帝
不
橡
の
際
に
も
袈
王
の
子
を
迎
取
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
あ
っ
た
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。
相
互
の
排
行
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
が
、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
動
き
に
危
機
感
を
も
っ
た
「
郎
王
|
子

-159ー



788 

謙
ラ
イ
ン
」
が
「
八
月
二
十
九
日
に
一
気
附
成
に
皇
位
奪
取
を
敢
行
し
た
」

ハ
四
八
二
頁
〉
の
で
あ
り
、
郎
王
の
即
位
は
「
貧
は
泌
王
|
子
謙
ラ
イ
ン
に
よ

っ
て
仕
組
ま
れ
た
皇
位
の
築
奪
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
四
八
一
一
員
)
と
述

べ
、
九
月
六
日
の
雌
王
即
位
に
至
る
動
き
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
な
一
連
の
動

き
を
、
皇
位
奪
取
、
あ
る
い
は
ク
ー
デ
タ
と
断
定
し
て
、
ど
う
し
て
不
嘗
で
あ

ろ
う
か
。
」
〈
四
八
四
頁
〉
と
評
償
す
る
。
大
臓
か
つ
新
鮮
な
見
解
で
あ
る
。

明
延
奥
深
く
の
動
き
で
あ
る
か
ら
、
も
と
よ
り
直
接
的
な
史
料
を
示
す
こ
と
は

難
し
い
が
、
朕
況
詮
援
を
丹
念
に
積
み
重
ね
て
の
剣
断
は
、
論
理
的
に
無
理
が

な
く
十
分
に
説
得
的
で
あ
る
。
孫
皇
太
后
に
近
い
と
み
ら
れ
る
司
櫨
大
監
金
英

の
動
向
を
加
味
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

第
三
章

「交
渉
開
始
」
、
モ

ン
ゴ
ル
か
ら
錦
京
し
た
都
指
揮
念
事
季
鐸
は
、

九
月
二
八
日
に
再
び
使
者
と
し
て
北
京
を
裂
し
虜
廷
に
赴
い
た
。
そ
の
際
持
参

し
た
エ
セ

ン
・
英
宗
あ
て
の
景
泰
一
帝
の
殺
害
の
中
で
、
景
泰
一
一
帝
が
、
自
分
は
英

宗
の
事
吉
田
に
よ
っ
て
即
位
し
た
と
述
べ
て
い
る
黙
に
注
目
し
、
そ
の
正
否
を
考

察
す
る
。
英
宗
の
型
古
田
を
停
え
た
と
さ
れ
る
史
料
に
は
、
「
賜
書
」
と
「
口

俸
」
と
二
つ
あ
る
が
、
綿
密
な
考
設
の
結
果
、
九
月
一
六
日
以
前
に
笑
宗
が
譲

位
を
表
明
す
る
機
舎
は
な
く
、
景
泰
三
帝
の
「
担
造
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け

る
。
強
引
に
即
位
し
て
か
ら
辻
複
を
合
せ
よ
う
と
す
る
景
泰
一
帝
一
や
、
早
期
の
鯖

還
を
期
待
し
な
が
ら
埼
外
に
置
か
れ
て
、
雌
王
即
位
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い

英
宗
の
姿
を
看
取
で
き
る
。

第
四
章
「
虜
軍
設
進
」
、
本
章
で
は
、
一
縛
し
て
、
モ

γ
ゴ
ル
側
の
動
向
に

焦
貼
を
あ
て
る
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
一

O
月
一
日
に
大
同
に
至
っ
た
と
あ
る
『
明

賞
品
部
』
の
日
附
に
疑
問
を
呈
し
、
丹
念
な
検
討
の
結
果
、
九
月
二
八
日
か
ら
、

麓
溝
橋
に
姿
を
現
し
た
一

O
月
一
一
日
ま
で
の
行
程
が
、
一
日
き
ざ
み
で
確
定

さ
れ
る
。
こ
の
閲
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
目
的
は
、
明
蒙
関
の
講
和
と
英
宗
婦
還
の

貧
現
で
あ
っ
た
と
い
う
。
エ
セ
ン
は
一

O
月
一
一
日

・

=
二
日
に
、
交
渉
の
潟

の
使
者
を
迭
っ
た
が
、
明
側
は
迎
撃
し
て
し
ま
う
。
著
者
は
、
明
側
の
態
度
に

つ
い
て

「
明
側
の
封
賂
は
、
回
饗
交
渉
そ
の
も
の
を
紹
射
的
に
担
否
す
る
と
い

う
明
廷
の
姿
勢
を
投
影
し
た
、
極
め
て
硬
直
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

(
五
三
九
頁
〉
と
述
べ
る
。

第
五
章

「
議
和
不
調
」
、
前
章
に
績
き
、
一

O
月
一
一

J
一
五
日
の
経
過
が

綿
密
に
確
定
・
再
現
さ
れ
る
。
英
宗
は
、
実
彬
に
筆
記
さ
せ
た
孫
皇
太
后

・
景

泰一帝

・
群
臣
宛
て
の
三
通
の
殺
を
、
一
一
・
一
一
一
日
に
明
側
に
停
達
し
よ
う
と

し
た
が
果
さ
ず
、
一
一
一
一
日
に
は
、
徳
勝
門
・
西
直
門
外
で
明
蒙
南
軍
が
衝
突
し

た
。
よ
う
や
く
、
一
四
日
に
指
揮
使
呉
良
ら
に
よ
っ
て
、
英
宗
の
殺
が
明
廷
に

届
け
ら
れ
、
翌
一
五
日
に
は
、
明
側
か
ら
右
通
政
王
復
・
太
常
寺
少
卿
遡
策
が

モ
ン
ゴ
ル
陣
営
に
波
遣
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
関
、
明
廷
で
は
、
和
議
を
望

む
惑
も
出
て
い
た
が
、
「
社
複
震
重
、
君
潟
軽
」
と
主
張
す
る
子
謙
に
摩
服
さ

れ
た
。
子
議
に
と
っ
て
、
和
議
を
態
諾
す
れ
ば
自
己
の
戦
略
の
誤
り
を
認
め
、

権
力
の
保
持
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
「
こ
れ
を
救
園
の
英
雄
的
行
震

と
稽
賛
す
る
の
は
、
極
め
て
皮
相
な
見
方
に
過
ぎ
な
い
。
」
(
五
六
一
頁
)
と

述
べ
、
子
議
観
の
修
正
を
も
と
め
る
。
論
旨
と
は
別
に
、
本
章
で
は
史
料
引
用

の
重
複
が
や
や
目
立
つ
。
例
え
ば
『
明
貫
録
』
正
統
一
四
年
一

O
月
己
未
の
僚

や
、
実
彬
の
題
本
の
一

O
月
一
一
一
日
の
同
一
の
記
事
が
五
四
五
・
五
五
四
・
五

五
七
・
五
六
二

・
五
七
五
頁
に
引
用
さ
れ
る
。
行
論
の
都
合
上
、
己
む
を
得
な

い
面
が
あ
る
が
、
も
う
少
し
整
理
さ
れ
れ
ば
讃
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

第
六
章
「
交
渉
途
絶
」
、
一

O
月
一
五
日
に
モ
ン
ゴ
ル
陣
営
に
波
遣
さ
れ
た

王
復
・
鎗
策
ら
も
、
英
宗
に
羊
酒
等
を
進
献
す
る
震
に
す
ぎ
ず
、
英
宗
返
還
を

交
渉
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
臣
ク
ラ
ス
の
波
遺
と
交
渉
を
の
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ぞ
む
モ
ン
ゴ
ル
側
に
、
其
の
身
分
・
資
格
を
問
題
に
さ
れ
、
結
局
、
明
廷
の
態

度
に
疑
問
を
も
っ
た
エ
セ
ン
は
、
二
ハ
日
早
朝
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
引
き
上
げ
を

命
じ
た
。
こ
の
後
、
瓦
刺
老
倍
に
錫
着
す
る
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
日
程
が
丹

念
に
確
定
さ
れ
る
。
英
宗
返
還
を
め
ぐ
る
明
蒙
開
の
交
渉
は
、
し
ば
ら
く
沙
汰

止
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
閥
、
明
蒙
爾
者
の
動
向
が
、
一
日

き
ざ
み
に
確
定
さ
れ
、
叙
述
は
緊
迫
感
に
満
ち
て
い
る
。

第
七
章

「
交
戦
烈
々
」
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
北
崎
後
も
、
明
蒙
聞
の
交
戦
は
績

き
、
明
側
で
は
、
エ
セ
ン
等
の
首
に
莫
大
な
懸
賞
金
を
か
け
る
な
ど
、
強
硬
な

態
度
を
く
ず
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
景
泰
元
年
四
月
に
入
る
と
、
大
同
参

賂
・
都
督
余
事
許
貴
が
講
和
を
提
議
し
た
。
著
者
は
、
其
の
意
固
に
つ
い
て

『
明
寅
録
』
景
泰
元
年
四
月
辛
卯
(
一
八
日
)
の
僚
と
『
少
保
子
公
奏
議
』
倉

一
所
牧
の
兵
部
の
覆
奏
「
兵
部
震
陳
言
逃
務
事
」
を
比
較
し
な
が
ら
、
慎
重
に

検
討
す
る
。
そ
し
て
、
戦
略
或
い
は
戦
術
と
し
て
の
講
和
で
は
な
く
、
会
一
面
的

な
諮
和
を
提
案
し
た
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
削
到
す
る
子
訴
の
剣
断
は
「
極
め
て

高
盤
的
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
と
の
和
議
の
這
を
探
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
道
を
閉

ざ
す
よ
う
な
文
言
に
満
ち
て
い
る
。
」
(
六
一
四
頁
〉
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「
和

議
拒
否
の
論
理
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
英
宗
の
回
饗
担
否
の
論

理
が
透
け
て
見
え
る
。
」
(
六
一
四
頁
)
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
許
貴
の
提
案

の
意
図
に
つ
い
て
六

O
四
J
一
二
頁
に
わ
た
っ
て
、
許
且
貝
の
経
歴
や
年
齢
ま
で

勘
案
し
な
が
ら
、
綿
密
に
検
討
を
加
え
た
。
一
つ
の
記
事
を
譲
み
込
む
の
に
、

こ
れ
だ
け
の
手
績
き
を
踏
む
こ
と
は
、
著
者
の
考
設
の
巌
密
さ
を
示
し
て
い

る。
第
八
章

「交
渉
再
開
」
、
五
月
に
入
る
と
モ
ン
ゴ
ル

の
阿
刺
知
院
が
使
者
完

者
脱
軟
ら
を
波
遺
し
た
。
彼
ら
は
懐
来
に
留
め
ら
れ
た
が
、
明
廷
か
ら
太
常
寺

少
卿
許
彬
・
錦
衣
術
指
揮
同
知
馬
政
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
議

和
・
英
宗
返
還
の
意
志
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
六
月
一
日
に
吏

部
倫
書
王
直
ら
が
、
英
宗
奉
迎
を
も
と
め
て
面
奏
す
る
に
至
っ
た
。
景
泰
一帝
は

請
願
を
し
り
ぞ
け
た
が
、
こ
れ
を
機
に
、
講
和
推
進
振
が
生
ま
れ
、
子
謙
ら
の

反
講
和
と
封
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
三
日
に
阿
刺
知
院
は
再
び
使
者
を
波

遣
し
、
彼
ら
は
二
六
日
に
京
師
に
至
り
講
和
を
要
請
し
た
。
二
七
日
に
王
直
ら

が
再
び
景
泰
脅
に
強
硬
に
講
和
を
請
願
し
た
結
果
、
翌
二
八
日
、
捜
部
右
侍
郎

李
質
・
大
理
寺
右
少
卿
羅
埼
を
七
月
一
日
に
虜
廷
に
波
遣
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
た
。
景
泰
|
子
謙
ラ
イ
ン
が
講
和
推
進
、
振
に
押
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
著
者

は
「
こ
れ
は
子
謙
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
千
慮
の
一
失
で
あ
っ
た
。
こ
の
千
慮
の

一
失
に
よ
っ
て
、
英
宗
回
墾
へ
の
流
れ
が
で
き
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
中
長
期
的
観
貼
か
ら
言
え
ば
、
子
謙
の
敗
北
(
英
宗
重
併
に
よ
る
予
訴
の

庭
刑
)
に
つ
な
が
る
大
き
な
縛
機
貼
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
六
四
四
頁
〉

と
述
べ
る
。

第
九
章

「回
繁
決
定
」
、
李
寅
・
羅
古
川ら
は
七
月

一
一
日
に
虜
廷
に
到
着
し
、

一
一
一
一
日
に
は
、
エ
セ
ン
か
ら
、
太
監
一

J
二
人
・
老
臣
二
J
五
人
の
奉
迎
が
あ

れ
ば
、
英
宗
を
迭
還
す
る
旨
を
停
え
ら
れ
、
翌
一
四
日
錆
途
に
つ
い
た
。
こ
の

問
、
彼
ら
と
す
れ
違
う
よ
う
に
、
六
日
に
モ
ン
ゴ
ル
側
の
使
者
が
講
和
交
渉
の

震
に
明
廷
に
至
っ
て
い
た
。
景
泰
一
帝
は
、
李
賞
ら
の
鋳
還
を
待
っ
て
封
態
を
決

め
る
と
の
意
揃
閣
を
示
し
た
が
、
玉
直
ら
は
新
た
な
使
者
の
波
遺
を
強
く
も
と

め
、
七
月
一
八
日
に
、
右
都
御
史
楊
善
・
工
部
右
侍
郎
趨
祭
ら
を
波
遣
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
日
、
彼
ら
が
懐
来
に
至
っ
た
と
き
、
虜
廷
か
ら
の
鏑
途
に

あ
っ
た
李
貫
ら
と
出
合
っ
た
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
遊
遁
で
あ
る
。
著
者
が
一
日

き
ざ
み
で
事
質
経
過
を
確
定
し
て
い
る
の
で
臨
場
感
に
溢
れ
る
。
楊
善
ら
は
、

英
宗
返
還
の
現
貫
性
を
知
っ
た
上
で
北
上
し
、
李
寅
ら
は
一
一
一
日
に
明
廷
に
還

り
、
エ
セ
ン
の
意
衡
を
報
告
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
側
の
事
情
を
知
っ
た
王
直
・
寧
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陽
侯
陳
愁
ら
が
、
英
宗
奉
迎
を
も
と
め
、
二
三
日
に
は
五
軍
都
督
府
・
六
部
が

四
回
に
わ
た
っ
て
同
様
の
上
奏
を
行
っ
た
。
更
に
、

王
直
ら
は
二
四
・
二
五
日

に
も
上
奏
を
く
り
返
し
た
が
、
景
泰
一帝
一
は
英
宗
奉
迎
に
消
極
的
な
姿
勢
を
鰯
さ

な
か

っ
た
。

し
か
し、

楊
善
ら
に
持
参
さ
せ
た

エ
セ

ン
宛
て
の
殺
害
に
は
、
彼

ら
が
英
宗
奉
迎
の
震
の
使
者
で
あ
る
か
の
如
き
文
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者

は
、
景
泰
一
帝
が
、
モ
ン
ゴ
ル
向
け
の
建
て
前
と
圏
内
向
け
の
本
一
昌
一
日
ー
を
使
い
分
け

「二
枚
舌
的

・
意
志
の
表
し
方
」
(
六
七

O
頁
〉
を
と
っ
て
い
た
の
だ
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
エ
セ
ン
は
、
英
宗
奉
迎
に
消
極
的
な
景
泰
帯
一
の
本
一
音
を
付
度

せ
ず
、

殺
害
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
っ
た
の
で
、
急
速
に
英
宗
の
腸
還
が

貧
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

終
草

「
回
翠
開
始
」
、
英
宗
が
虜
廷
を
出
裂
し
た
日
附
は
、
八
月
一
・
二
・

六
・
八
日
と
四
つ
の
設
が
あ
る
と
し
、
六
八
五
J
九
二
頁
で
検
討
を
加
え
、
八

日
と
確
定
す
る
。
一

二
日
は
宣
府
、
一
四
日
に
は
居
庸
闘
に
至
り
、

一商
絡
・
王

謙
・
許
彬
ら
諸
大
臣
の
奉
迎
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
錯
綜
を
極
め
た

一
年

間
の
動
向
を
、
個
々
の
で
き
ご
と
、
そ
の
内
容
・
日
附
等
を
丹
念
に
決
定
し
つ

つ
解
明
し
た
迫
力
に
み
ち
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
六
九
三
J
四
頁
で
、

著
者
は
、
景
泰
政
権
は
、
人
的
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
英
宗
蹄
還
推
進
波
と
反
針

波
の
集
合
慢
で
あ
っ
た
と
分
析
し
、
厳
選
貸
現
後
は
、
予
謙
の
権
力
・

裂
言
力

は
低
下
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
政
治
の
動
向
に
明
廷
内
の
官
界
世
論
が
大
き
く

影
響
し
、
時
に
は
皇
帝
と
い
え
ど
も
抗
し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
景
泰
政
権
は
、

土
木
の
幾
と
い
う
、
い
わ
ば
ア
ク
シ
デ
ン

ト
の
結
果
と

し
て
設
足
し
た
も
の
で
、
英
宗
返
還
の
過
程
で

「エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

な
き
政
権
」
と
な
っ
た
と
評
債
す
る
。

四

次
に
い
く
つ
か
気
附
い
た
黙
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
前
編
・
第
二
章
で
、
英

宗
の
親
征
は
事
前
に
周
到
に
準
備
さ
れ
て
お
り
、
倉
卒
か
つ
無
計
重
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
の
論
援
と
し
て
①
康
範
な
動
員
、
②
『
明
貫
録
』

正
統

一
四
年
七
月
庚
寅
の
僚
に
よ
り
、
「
一

人
嘗
り
一
ヶ
月
分
と
い
う
支
給
に

よ
っ
て
生
じ
る
行
糧
の
膨
大
な
紹
街
宣
と
そ
の
準
備
」
(
一

O
八
頁
)
は
事
前

の
集
積
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
一

O
六
頁
で
同
僚
の
訓
讃

を
示
さ
れ
た
。
そ
の
原
文
は
、

命
在
京
五
箪
紳
機
三
千
等
管
官
軍
操
練
者
人
賜
銀

一
一
陶
酔
襖
袴
各

一
件
翰

鮭
二
隻
行
糧

一
月
作
妙
姿
三
斗
兵
器
共
八
十
像
世
間
又
毎
三
人
給
鎚

一
頭
篤

負
翰
重
把
総
都
指
揮
人
加
賜
紗
五
百
貫

で
あ
る
が
、
訓
読
で
は
、
京
営
の
軍
士
一
人
に
支
給
さ
れ
た
も
の
を
銀
一
雨
・

併
襖
袴
各

一
件

・
繍
鮭
二
隻
・
行
糧

一
月
・
作
妙
褒
三
斗
と
し
「
行
糧
一
月
」

と
「
作
妙
褒
三
斗
」
を
別
の
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
蔦
暦
『
大
明
曾
典
』
巻

三
九
・
行
糧
馬
車
に

叉
令
、
各
庭
選
調
在
京
操
備
官
軍
、
月
支
行
糧
三
斗
。

と
あ
り
、
こ
の
規
定
が
出
動
す
る
京
管
軍
に
適
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
行

糧
一
月
分
が
三
斗
で
あ
る
。
貫
録
の
記
事
は
妙
市
営
三
斗
を
作
っ
て
一
月
分
の
行

糧
に
嘗
て
た
と
み
る
方
が
遁
蛍
な
の
で
は
な
い
か
。
叉
、
動
員
さ
れ
た
兵
力
が

明
ら
か
で
な
い
。
京
営
の
兵
力
は
、
額
面
上
の
員
数
は
と
も
か
く
、
質
数
は
時

期
に
よ
る
獲
化
も
あ
り
、
確
定
し
づ
ら
い
。
し
か
し、

著
者
は
一
一
九
頁
で

『
薮
園
雑
記
』
巻
五
の
二
五
蔦
と
す
る
記
事
や
一
二
四
頁
で
『
皇
明
世
法
録
』

各
四
四
、
高
暦
『
大
明
曾
血
ハ
』
巻
一
一
一
一
四
、
或
い
は
『
明
貸
録
』
宣
徳
五
年
一

二
月
丙
成
の
僚
に
よ
り
、
宣
徳
初
の
京
営
軍
を
一
二
J
一
四
高
、
成
化
初
の
丘
(
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力
を
一
二
高
と
工

τお
ら
れ
る
。
叉
、
青
山
治
郎
氏
は
天
順
初
の
兵
力
を
二
三

高
齢
と
し
て
い
る
。
宣
徳
J
成
化
の
兵
力
は
二
一
J
二
五
高
人
の
関
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
土
木
の
療
に
出
動
し
た
兵
力
を
俵
に
二

O
高
人
と
す
る
と
、
支
給
さ

れ
た
基
は
六
宅
と
な
る
。
元
来
、
一
衡
の
一
ヶ
月
の
俸
給
・
月
糧
に
は
約

一
高
石
が
必
要
で
、
洪
武
朝
の
規
定
で
は
、
各
衡
は
二
年
分
を
備
蓄
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
現
に
南
京
で
は
六

O
O高
石
が
備
蓄
さ
れ
て
い
訂
正
統
朝

の
北
京
で
こ
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
た
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
少
く
と
も
在
京
七
O
除
衡
の
月
糧
を
賄
う
慢
制
は
整
っ
て
い
た
わ
け
で
、

六
高
石
の
行
糧
は
一
衡
の
六
ヶ
月
分
の
給
輿
額
に
す
ぎ
ず
、
い
わ
ば
微
々
た
る

量
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
戟
闘
要
員
の
外
に
も
多
数
の
人
員
が

動
員
さ
れ
た
の
で
、
支
給
総
額
は
大
巾
に
精
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
軍
糧

に
闘
し
て
は
、
急
速
な
調
達
が
不
可
能
な
数
量
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
つ
ま

り
、
②
だ
け
で
は
事
前
の
準
備
が
な
け
れ
ば
親
征
が
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
論

援
に
は
な
り
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唯
、
①
に
疑
問
の
徐
地
は
な
く
、
著

者
の
結
論
は
正
し
い
と
思
う
。

叉
、
第
七
章
「
優
養
制
」
の
一
三
ハ
六
J
六
九
頁
で
、
優
養
の
針
象
に
つ
い

て
、
二
種
の
『
大
明
曾
奥
』
に
「
(
洪
武
〉
二
十
年
令
、
京
術
官
老
疾
無
子
孫

者
、
全
俸
優
養
。」

と
あ
り
、
京
衛
官
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
典
擦
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
『
明
貫
録
』
洪
武
二

O
年
七
月
庚
辰
の
候
所
載
の
太
祖
の
詔

で
は
「
内
外
武
臣
之
家
」
と
あ
る
黙
に
疑
問
を
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
曾
典
の

よ
う
に
洪
武
二

O
年
(
二
二
八
七
〉
の
詔
の
中
の
「
内
外
武
臣
の
家
」
を
「
京

術
L

と
換
言
す
る
こ
と
の
方
が
、
む
し
ろ
誤
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
」
(
一
二
六
八
頁
)
「
曾
奥
は
貧
録
の
記
事
を
誤
っ
て
讃
み
替
え
た
可
能
性

な
し
と
は
し
な
い

J

(
四
一
八
頁
)
と
述
べ
、
一
一
一
六
六
・
四
一
六
頁
で
も
同

様
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
舎
典
の
規
定
が
元
に
な
っ
た
詔
と
異
な
る

こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
。
叉
京
衡
が
外
術
よ
り
も
優
遇
さ
れ
た
の
は
事
貸
で
あ

る
。
例
え
ば
『
明
貫
録
』
洪
武
一
五
年
一
一
月
丙
辰
の
僚
に

命
天
下
街
所
軍
士
、
所
給
月
盤
、
以
鈴
代
之
。
時
、
西
安
衛
千
戸
宋
室
岡
、

領
河
東
堕
六
千
四
百
徐
斤
、
以
給
軍
士
、
侵
歎
三
千
二
百
徐
斤
。
事
問、

上
命
戸
部
、
悉
準
堕
償
給
紗
、
菟
致
所
司
鴛
姦
。
於
是
、
戸
部
定
議
、
京

衡
軍
士
、
の
沓
給
盤
、
外
衡
以
品
世
代
之
。

と
あ
り
、
太
租
は
「
天
下
街
所
箪
士
」
を
劉
象
に
、
月
盛
の
折
紗
支
給
を
命
じ

た
が
、
戸
部
の
検
討
の
結
果
、
交
際
の
措
置
で
は
、
京
衡
の
み
は
従
来
通
り
現

物
支
給
と
さ
れ
た
。
既
に
紗
債
下
落
の
甚
し
い
時
期
で
、
現
堕
の
方
が
有
利
だ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
京
衡
の
優
遇
は
、
洪
武
朝
で
は
特
に
顕
著
だ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
例
か
ら
み
て
、
優
養
に
関
す
る
曾
典
の
規
定

が
、
必
ず
し
も
誤
り
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

次
に
、
一
二
六
頁
で
、
嘉
靖
二
九
年
の
庚
戊
の
幾
後
に
新
た
に
編
成
さ
れ
た

新
三
大
賛
に
於
い
て
も
、
番
上
軍
が
高
い
比
重
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
と
激
測
さ

れ
た
。
し
か
し
、
嘉
靖
J
寓
暦
期
に
は
、
番
上
制
は

「毛
東
塘
奏
議
』
各
一
四

「
除
宿
弊
疏
」
や
『
玉
恩
堂
集
』
径
一
「
崇
僑
貸
政
以
御
安
援
大
計
疏
」
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
既
に
名
存
質
亡
の
紋
態
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
新
三
大
俸
の
兵

力
源
は
召
募
兵
と
家
丁
に
移
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

M
V

後
編
第
九
一
章
六
七

0
1七
一
頁
で
、
著
者
は
、
英
宗
飼
還
が
急
速
寅
現
し
た

原
因
と
し
て
、
景
泰
脅
の
封
態
の
暖
味
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。
圏
内
で
は
英
宗
陽

還
に
消
極
的
な
「
本
音
」
を
示
す
一
方
で
、
エ
セ
ン
宛
て
の
殺
害
で
は
、
踊
還

を
望
み
、
使
者
の
揚
善
・
越
幾
ら
が
奉
迎
の
震
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
き
書
き

方
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
向
け
の
「
建
て
前
」
で
、
爾
者
を
コ
一

枚
舌
的
」
に
使
い
分
け
て
い
た
の
だ
と
す
る
。
エ
セ
ン
が
景
泰
帯
の
慎
一憲一
を
付

度
で
き
ず
、
英
宗
を
錦
還
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
エ
セ
ン
側
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に
、
輸
相
書
の
記
述
と
異
な
る
景
泰
一
帝
の
意
絡
を
付
度
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
叉
、
二
つ
の
態
度
を
使
い
分
け
る
の
な
ら
ば
、
圏
内
の
奉
迎
推
進
級

に
は
建
て
前
を
、
エ

セ
ン
に
は
錦
還
さ
せ
な
い
よ
う
な
本
音
を
一
示
す
の
が
普
通

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
の
論
理
は
や
や
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
。

以
下
は
細
い
貼
だ
が
、
後
編
第
七
章
六

O
八
頁
で
『
少
保
子
公
奏
議
』
の
記

事
を
引
用
し

「飽
養
馬
匹
」
を
「
飽
く
ま
で
馬
匹
を
養
い
」
と
誇
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

馬
匹
に
飽
食
さ
せ
て
飼
養
す
る
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
や
語
感
が

異
な
る
と
思
う
。
叉
、
後
編
第
八
章
六
三
九
頁
で
、
『
明
貫
録
』
景
泰
元
年
六

月
壬
辰
の
僚
を
示
し
、
子
謙
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
寧
が
掠
奪
し
な
い
の
は
英
宗
迭
還

を
名
目
と
し
て
い
る
信
用
だ
と
考
え
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
其
の
一
意
味
な
ら
ば

「恐」

は

「
擁
衆
J
」
の
句
の
前
に
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

「
恐
」
は
動
詞
に
讃
ん
で
、
以
下
の
こ
と
を
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
と
と
っ
た
方

が
遁
首
で
は
な
い
か
。
終
章
六
七
九
J
八
O
頁
で
『
明
貫
録
』
景
泰
元
年
七
月

己
巳
の
僚
を
引
用
し

「
潜
白
磁
飢
獄
中
園
留
、
他
何
用
、
」
と
句
讃
を
附
さ
れ
た

が

「潜
自
綴
線
中
園
、
留
他
何
用
、
」
が
遁
嘗
で
は
な
か
ろ
う
か
。

後
編
第
五
議
五
五

一
一
良
で
『
明
貫
録
』
正
統
一
四
年

一
O
月
乙
卯
〈
八
日
)

の
僚
に
よ
り
、
北
京
の
九
門
に
配
置
さ
れ
た
諮
絡
名
を
示
さ
れ
た
が
、
「
武

進
伯
子
朱
峡
」
に
は
註
を
附
し
た
方
が
親
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
瑛
」
は

「茨
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
『
明
史』

子
謙
停
で
は
「
武
進
伯
」
と
あ
る
。

し
か
し
、

『
明
功
臣
製
封
底
簿
」
品
位
三
で
確
認
す
る
と
、
陽
和
で
第
二
代
武
進

伯
朱
完
が
戦
死
し
た
後
、
朱
漢
が
製
封
し
た
の
は

一
O
月
一
四
日
で
、
そ
れ
は

質
録
に
も
見
え
る
。
一

O
月
八
日
の
段
階
で
は
確
か
に

「
武
進
伯
子
」
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

五

前
編
の
各
章
は
、
既
に
嘗
一該
分
野
の
古
典
と
し
て
の
評
僚
が
定
ま
っ
た
論
考

な
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
せ
ず
、
後
続
に
つ
い
て
の
印
象
を
述
べ
た
い
。
政
治

史
研
究
の
難
し
さ
の

一
つ
は
、
嘗
事
者
の
意
闘
を
直
接
的
に
示
す
史
料
が
殆
ん

ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
其
れ
を
補
う
震
に
、
表
面
に
現
れ
た
大
小
の

出
来
事
や
事
件
を
丹
念
に
把
握
し
、
そ
の
上
で
全
鐙
的
な
動
向
を
鳥
敵
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
扶
況
詮
援
に
よ
る
判
断
が
求
め
ら
れ
る
わ

け
で
、
甚
だ
難
し
い
分
野
で
あ
る
。
し
か
も
、
『
英
宗
貫
録
』
は
、

一
連
の
政

局
の
中
で
、
結
局
勝
ち
残
っ
た
勝
者
英
宗
の
側
か
ら
み
た
記
録
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
景
泰
喬
や
子
訴
の
意
闘
を
さ
ぐ
る
に
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

僅
か
な
手
掛
り
か
ら
嘗
事
者
の
意
志
を
探
る
に
は
、
あ
る
意
味
で
蛍
事
者
と
同

レ
ベ
ル

の
政
治
感
鐙
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
本
書
に
お
い
て
、
個

々
の
事
質
を
確
定
す
る
の
に
、
著
者
が
執
劫
な
ま
で
の
努
力
を
梯
っ
た
の
は
、

正
に
そ
の
矯
で
あ
ろ
う
。
全
世
的
な
論
理
も
整
合
性
に
富
み
、
十
分
な
説
得
力

を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
譲
み
進
む
中
で
、
非
劇
の
君
主
景
泰
一
一
帝
、
救
園
の
英

雄
子
訴
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
大
幅
な
修
整
を
徐
儀
な
く
さ
れ
る
。
著
者
は
、

景
泰
一帝
の
即
位
を
第
一
の
ク
ー
デ
タ
、
奪
門
の
漢
を
第
二
の
ク
ー
デ
タ
と
み
る

と
い
う
。
甚
だ
新
鮮
な
見
解
で
、
明
代
中
期
の
政
治
動
向
を
理
解
す
る
の
に
大

鎚
有
数
で
あ
ろ
う
。
土
木
の
務
と
そ
の
前
後
の
時
期
は
、
軍
事
面
の
み
な
ら
ず

康
範
な
分
野
で
重
要
な
媛
化
が
み
ら
れ
、
研
究
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
本
著
は

そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
論
考
で
、
今
後
、
本
者
を
抜
き
に
し
て
は
土
木
の
嬰
前

後
の
研
究
は
行
い
得
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
附
言
す
る
と
、
本
書
は
七

O
O頁

を
こ
え
る
大
著
で
あ
り
な
が
ら
、
誤
植
が
非
常
に
少
な
く
、
筆
者
が
気
附
い
た

の
は
僅
か
九
ヶ
所
の
み
で
あ
っ
た
。
著
者
の
周
到
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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註(

1

)

『
明
代
京
営
史
研
究
』
(
響
文
社
、
一
九
九
八
年
)
四
七
頁
。

ハ
2
)

『
明
寅
録
』
洪
武
二
二
年
正
月
了
亥
の
係
。

(

3

)

拙
稿
「
洪
武
朝
の
月
糧
に
つ
い
て
」
(
『
園
士
館
大
皐
文
皐
部
・
人
文

風
平
曾
紀
要
』
一
二
三
、
二

O
O
O年
二
一
月
)

(

4

)

拙
稿
「
嘉
靖
二
十
九
年
の
京
地
国
改
革
に
つ
い
て
」

三
、
一
九
八

O
年〉

〈
『
東
方
皐
』
六

二
O
O
一
年
二
月
東
京
図
書
刊
行
曾

A
5
剣

七

O
一
一
員
一
一
一

0
0
0国
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新
村
容
子
著

ア
ヘ
ン
貿
易
論
争
1
|
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
|
|

岡

本

隆

司

十
五
年
ほ
ど
前
、
評
者
が
中
園
近
代
史
の
研
究
ら
し
き
も
の
を
は
じ
め
た
こ

ろ
、
四
川
ア
ヘ
ン
に
関
す
る
著
者
の
論
文
を
偶
然
、
手
に
と
り
諌
ん
で
受
け
た

衝
撃
は
、
今
で
も
生
々
し
く
思
い
出
す
。
蛍
時
い
わ
ゆ
る
庚
東
貿
易
を
調
べ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
園
の
ア
ヘ
ン
と
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
も
ち
こ
む
も

の
し
か
な
い
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
だ。

も
ち
ろ
ん
人
眼
に
は
い
か
に
も

噴
飯
物
で
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
、
衝
撃
を
究
え
た
嘗
の
本
人
は
、
自
分
の
無
知
を

槻
に
上
げ
て
、
研
究
の
偏
向
を
強
く
感
じ
た
。
や
が
て
無
知
を
自
売
し
、
知
識

が
つ
い
て
く
る
に
つ
れ
、
自
分
の
思
い
込
み
も
修
正
で
き
た
は
ず
な
の
だ
が
、

最
初
の
感
究
は
い
ま
な
お
、
つ
き
ま
と

っ
て
離
れ
な
い
。

そ
う
し
た
感
究
の
な
せ
る
わ
ざ
か
、
評
者
は
以
来
ず
っ
と
、
著
者
の
研
究
に

注
目
し
、
論
文
が
出
る
た
び
、
飲
か
さ
ず
く
り
か
え
し
読
ん
で
き
た
。
愛
読
者

を
自
任
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。
著
者
が
進
め
て
こ
ら
れ
た
研
究
の
集
大
成
た
る

本章
一回の
上
梓
は
、
そ
ん
な
評
者
に
と
っ
て
も
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
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